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タイトル 内　容 時間 企画

1
裁判員プロジェクト
はじめます！

裁判員制度の開始を翌年に控えた2008年初冬、裁判員の候補
者名簿に名前が載った人々に通知が出された。通知を受け取っ
た人々の中になんと有馬係長の姿があった。時を同じくして総務
課は「裁判員に選ばれた社員をサポート」するためのプロジェクト
立ち上げを命じられる。六平太達は制度を学びながら、サポート
策作りに精を出す。そんな中、有馬は裁判員候補者として裁判所
に行くことに・・・。「小生は裁判なんてイヤだ！」動揺しまくる有馬
が逃げ出さないように一計を案じる六平太。果たして総務課はプ
ロジェクトを無事完了できるのか！？そして裁判員として法廷に
挑んだ有馬はどうなる！？

23分
ＤＶＤ

法務省

2 裁判員制度
－もしもあなたが選ばれたら－

それは、一通の封筒から始まった―
平凡なサラリーマン・小林靖雄（西村雅彦）のもとに一通の手紙が
送り届けられた。
 「あなたは裁判員候補に選ばれました」仕方なく裁判所を訪れる
と、数十人の裁判員候補が集合していた。その多くは、裁判員に
選ばれることに対して消極的だ。靖雄も仕事の多忙などを理由に
拒否したいと考えていたが、６人の裁判員の一人に選ばれてしま
う。裁判官と裁判員による評議が始まる。しかし、素人考えで他人
の一生を左右することはできない。被告人に逆恨みされるのも恐
い。評議の場は誰もが消極的で、議論は進まない。裁判員という
制度そのものに疑問が向けられた時、裁判長（中村雅俊）が答え
た。
 「同じ社会に生きる人間として、問題を共有して考えることに意義
があるんです」
 
 戦前の一時期、我が国でも「陪審制度」が行われていた。60年以
上の時を経て我が国で本格的な司法への国民参加を実現するこ
とになる「裁判員制度」。その概略をたどりながら、そこに参加す
るごく普通の人々を描く。

58分
ＤＶＤ

法務省


